
Collaborative Designer for SOLIDWORKS®の新機能

柔軟なリビジョン管理スキーム

外部サプライヤとのデータ交換

一括保存 — Bookmark Editor 

派生出力管理

メリット
設計基準を満たせるととも
に、改善されたリビジョン管
理スキームで混乱を回避で
きます。

メリット
適切な設計データを提供す
ることで、外部サプライヤと
簡単かつ安全にやり取りで
きます。

メリット
保存時にブックマークを作成
できるため、データ整理の時
間を節約できます。

メリット
管理者が定義した統一的な
設定を利用して時間を節約
できます。 

• 柔軟性に優れた新しいリビジョン形式から選択できるよう
になったため、製品開発の容易なリビジョン管理とデータ 
ガバナンスの強化の両立が可能です。 

• プライマリとセカンダリ、2レベルのリビジョンを使用して、
構成部品A.1の新規リビジョンをA.2にすることもできます。

• SOLIDWORKS内からシンプルなコマンドを使用して設計プロ
ジェクト全体を共有できるため、3DEXPERIENCE®プラットフォ
ーム外のユーザーとのコラボレーションが迅速化されます。 

• 3D Driveの統合で、より簡単に外部の関係者とデータを共有
できます。 

• 共有データへの権限を設定し、データの整合性を制御でき
ます。

• 保存時にコンテンツへのブックマークを定義すること
で、3DEXPERIENCEプラットフォームへ新たに保存した
データをシームレスに管理および整理できます。

• ローカルフォルダの構造を維持したまま、ローカルフォル
ダの構成に対応したブックマーク構造でデータを分類で
きます。

• 管理者コンソールから派生出力用の設定を常に維持でき
るため、データ共有前にフォーマットの選択が可能です。 

• 管理者は、部品や図面用にPDFやSTEPなどの形式を選択
できます。 

• 非同期または同期ルールの生成を使用して、新たな派生
出力ルールを設定できます。 
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ローカル キャッシュ エクスプローラ メリット
ローカル キャッシュに迅速に
アクセスし、管理できます。

• キャッシュされたコンテンツにタスク パネルから直接アク
セスし、管理を行うことができます。 

• ローカル キャッシュの閲覧と管理が簡単になっており、ま
た、サムネイル画像をグラフィックス領域にすばやくドロ
ップしたり削除したりできます。
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設計の共有

FeatureManager®ツリーから3DEXPERIENCEプラット
フォームへのドラッグ&ドロップ

メリット
内部および外部のコミュニテ
ィと設計を簡単に共有する
ことで、コラボレーションを改
善できます。

メリット
FeatureManagerツリーの統
合により、時間の節約と構成
部品のワークフロー簡素化を
実現できます。

• SOLIDWORKS内から3DSwymコミュニティ上に設計を簡
単に共有できます。 

• コミュニティ メンバーは、モデルにコメントを簡単に付
け、設計者に対して即座にフィードバックを提供できます。

• SOLIDWORKSのフィーチャー ツリーから3DEXPERIENCE
アドインのBookmark Editorなどのアプリケーションに構
成部品をドラッグ&ドロップできます。

6

7

ファイル アシスタント ツール メリット
ファイル準備と問題解決の
機能強化により、データのア
ップロードにかかる時間を短
縮できます。

• 新しいスタンドアロン ツールを使用して、一括アップロード
の対象にするファイルを準備することができ、また、末尾の
スペースやファイル名の重複に関連する問題を解決するこ
ともできます。

• 参照の欠落、コンフィギュレーションの欠落、短いファイル
名、3D Interconnect構成部品リンクなどの追加チェックを
加えることで、アップロードのワークフローを継続的に改善
できます。
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Welcome App メリット
新規ユーザーに対し、簡単
で手間のかからないオンボ
ーディング体験を提供でき
ます。

• Collaborative Designer for SOLIDWORKSユーザー向けの
推奨アプリケーションのリストにワンストップでアクセスす
ることで、より早く使い始めることができます。

• Collaborative Designer for SOLIDWORKSの新しいオンボ
ーディング ビデオを視聴できます。

• ようこそツアー（Welcome Tour）ボタンをクリックすると、
ようこそツアーをいつでも再生できます。
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図面完成度遷移ルール メリット
図面の完成度の遷移をより
適切に管理できるため、ライ
フサイクルのワークフローが
改善されます。

• 依存関係にあるモデルがすべて同じリリース完成度状態
に到達した場合にのみ図面をリリースする機能により、エ
ラーを削減できます。 

• 子が同じ完成度ステートになったか、それ以上になった場
合にのみ図面をプロモートする機能により、整合性を確保
できます。
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アメリカ大陸
Dassault Systèmes
175 Wyman Street
Waltham, MA 02451 USA

アジア - 太平洋 
ダッソー・システムズ株式会社
〒141-6020
東京都品川区大崎 2-1-1
ThinkPark Tower

ソリッドワークス・ 
ジャパン株式会社
東京本社
+81-3-4321-3600
大阪オフィス
+81-6-7730-2702
info@solidworks.co.jp

ダッソー・システムズの3Dエクスペリエンス・プラットフォームでは、11の業界を対象に各ブランド製品を強力に統
合し、各業界で必要とされるさまざまなインダストリー・ソリューション・エクスペリエンスを提供しています。 
ダッソー・システムズは、3Dエクスペリエンス企業として、人々の進歩を促す役割を担います。当社は持続可能なイノベーションの実現に向けて、企業や人々が利用する
3Dのバーチャル コラボレーション環境を提供しています。当社のお客様は、3Dエクスペリエンス・プラットフォームとアプリケーションを使って現実世界の「バーチャ
ル エクスペリエンス ツイン」を生み出し、さらなるイノベーション、学び、生産活動を追求しています。

ダッソー・システムズの約2万人の従業員は、140カ国以上、あらゆる規模、業種の27万社以上のお客様に価値を提供します。より詳細な情報
は、www.3ds.com （英語）、www.3ds.com/ja （日本語）をご参照ください。
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